
株式会社プレナス株式会社プレナス
2017年2月期第2四半期2017年2月期第2四半期

決算説明会

本資料は、⾦融商品取引法上のディスクロージャー資料ではなく、その情報の正本資料は、⾦融商品取引法上のディスクロージャー資料ではなく、その情報の正
確性、安全性を保証するものではありません。また、提示された予測等は説明会
の時点で⼊⼿された情報に基づくものであり、不確定要素を含んでおります。
したがいまして、本資料のみに依拠して投資判断されますことはお控えくださいます
ようお願い致します。ようお願い致します。

2016年10月

1



目次

１．2017年2月期上期の業績

２．ほっともっとセグメント２．ほっともっとセグメント
・ 上期の状況
・ これからの成⻑戦略

３．やよい軒セグメント
・ 上期の状況
・ 下期の施策・ 下期の施策

４．ＭＫレストランセグメント
・ 上期の状況・ 上期の状況
・ 今後の商品・出店施策

５. 海外事業５. 海外事業

６．2017年2月期の業績予想

2



1. 2017年2月期上期の業績
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1．2017年2月期上期の業績① 連結損益計算書

（単位：百万円、％）

上期（累計） 前年同期⽐ 予想対⽐（※②）

売上⾼は前年同期⽐2.5%減、営業利益は同4.4％減。

上期（累計） 前年同期⽐ 予想対⽐（※②）
実績 構成⽐ 増減 増減率 差額 増減率

チェーン店頭
売上⾼（※①） 93,047 ー △1,590 △1.7 △5,525 △5.6売上⾼（※①） 93,047 ー △1,590 △1.7 △5,525 △5.6

売上⾼ 71,249 100.0 △1,853 △2.5 △3,750 △5.0

売上総利益 38,883 54.6 △1,095 △2.7 △1,686 △4.2

販売管理費 35,958 50.5 △960 △2.6 △1,111 △3.0

営業利益 2,925 4.1 △134 △4.4 △574 △16.4

経常利益 3,031 4.3 △218 △6.7 △618 △16.9経常利益 3,031 4.3 △218 △6.7 △618 △16.9

親会社株主に帰属する
四半期純利益 1,496 2.1 △355 △19.2 △403 △21.2

※①FC（＝Franchise Chain）、PC（＝Partner Chain ）含む国内チェーン全店の店頭売上⾼
※②予想対比は、2016年4月公表予想との対比
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1．2017年2月期上期の業績② 連結損益計算書(四半期別）

2Ｑ期間の営業利益は、既存店売上の回復とコストの⾒直しにより、

（単位：百万円、％）

2Ｑ期間の営業利益は、既存店売上の回復とコストの⾒直しにより、
前年同期を⼤きく上回る結果となった。

１Q期間 ２Q期間 上期累計

実績
前年
対⽐

予想
対⽐

(※②)
実績

前年
対⽐

予想
対⽐

(※②)
実績

前年
対⽐

予想
対⽐

(※②)
対⽐

(※②)
対⽐

(※②)
対⽐

(※②)

チェーン店頭
売上⾼(※①) 47,254 △1,817 △2,973 45,793 ＋226 △2,552 93,047 △1,590 △5,525

売上⾼売上⾼ 36,107 △1,951 △2,114 35,142 ＋98 △1,636 71,249 △1,853 △3,750

売上総利益 19,635 △1,047 △942 19,248 △47 △744 38,883 △1,095 △1,686

販売管理費 18,404 △376 △351 17,554 △584 △760 35,958 △960 △1,111

営業利益 1,231 △671 △590 1,693 ＋536 +15 2,925 △134 △574

経常利益 1,261 △961 △628 1,770 ＋743 +9 3,031 △218 △618
親会社株主に帰属する

四半期純利益 556 △750 △383 939 ＋395 △19 1,496 △355 △403四半期純利益 556 △750 △383 939 ＋395 △19 1,496 △355 △403

※①FC（＝Franchise Chain）、PC（＝Partner Chain ）含む国内チェーン全店の店頭売上⾼

※②予想対⽐は、2016年4月公表予想との対⽐ 5



1．2017年2月期上期の業績③ 出退店の状況

ほっともっとは不採算店舗の退店により店舗数が減少、やよい軒は増加。

実績 前年 差異 計画 差異

出店 27 35 △8 31 △4
ほっともっと 退店 △75 △65 △10 △78 ＋3

店舗数 2,638 2,698 △60 2,639 △1

出店 12 ー +12 28 △16
ビズランチ

出店 12 ー +12 28 △16

退店 △2 ー △2 0 △2

店舗数 13 ー ＋13 31 △18店舗数 13 ー ＋13 31 △18

やよい軒
出店 16 9 ＋7 19 △3

退店 △3 0 △3 △3 ±0

店舗数 310 283 27 313 △3

ＭＫレストラン
出店 1 0 ＋1 1 ±0

退店 0 △1 ＋1 0 ±0ＭＫレストラン 退店 0 △1 ＋1 0 ±0

店舗数 31 30 ＋1 31 ±0
6



1．2017年2月期上期の業績④ 営業利益増減の内訳（前年対⽐）

1億34百万円の減益。時給の上昇や社会保険料の負担増加、1億34百万円の減益。時給の上昇や社会保険料の負担増加、
ほっともっとの売上⾼減少の影響を損益改善効果で最⼩限に留めた。

(単位：百万円)(単位：百万円)

438
476 

344 
3,060 2,925 
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186

263344 

113 
223 
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ＨＭ：ほっともっと、Ｙ：やよい軒



1．2017年2月期上期の業績⑤ 営業利益増減の内訳（計画対⽐）

5億74百万円の計画未達。5億74百万円の計画未達。
コスト改善を推進したものの、売上未達の影響をカバーするまでは至らなかった。

(単位：百万円)(単位：百万円)

840 

3,500 

2,925 163

403
185 
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163157 
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ＨＭ：ほっともっと、Ｙ：やよい軒



２. ほっともっとセグメント
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2．ほっともっと 上期の状況①セグメント情報

2Ｑ期間の既存店売上の回復とコスト改善によって
⼤幅な利益増となり、1Ｑ期間の減益をカバーした。

（単位：百万円、％）

１Q期間 ２Q期間 上期累計１Q期間 ２Q期間 上期累計

実績 前年対⽐ 実績 前年対⽐ 実績 前年対⽐

売上⾼
27,844 △2,117 26,848 △588 54,692 △2,705

営業利益営業利益
956 △311 1,373 ＋556 2,329 +244

営業利益率
3.4 △0.8 5.1 ＋2.1 4.3 +0.63.4 △0.8 5.1 ＋2.1 4.3 +0.6
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２．ほっともっと 上期の状況② 売上と施策の動向

ターゲット層に合わせた⾼付加価値商品やキャンペーン・地域戦略を実施。ターゲット層に合わせた⾼付加価値商品やキャンペーン・地域戦略を実施。
しかし、客数回復には至らず、既存店売上は前年未達となった。

既存店売上前年⽐ ２Q累計

105.0 

売上 客数 客単価

97.5％ 96.9％ 100.7％

既存店売上前年⽐ ２Q累計

100.0 

105.0 既存店

95.0 

１Q既存店:95.9% ２Q既存店:99.5%
90.0 

１Q既存店:95.9% ２Q既存店:99.5%

牛キャべ丼BIGのり弁 ベンパク 焼肉ビビンバ丼 妖怪ウォッチ弁当 ディスカウント
キャンペーン 11

3月下旬
ご当地弁当

(北海道:室蘭やきとり重)
3月上旬
BIGのり弁

5月
ベンパク

6月
焼肉ビビンバ

7月
妖怪ウォッチ

｢オレっちジバニャン弁当｣

8月
ディスカウント
キャンペーン



２．ほっともっと 上期の状況③ 損益構造改革とコストの最適化

前期より取り組んでいる店舗損益の構造改革に加え、販促コストの最適化を推進。前期より取り組んでいる店舗損益の構造改革に加え、販促コストの最適化を推進。
これにより、営業利益は前年を上回った。

店舗損益構造改革 販促コストの最適化

ユニットFC推進 販促コストの
⾒直し

不採算店舗の
早期退店

改装・移転による
売上増加

ユニットFC
888店舗(＋193) 売上効果

前期年間
ＲＣ 69店舗退店 前年⽐888店舗(＋193)

ＦＣ⽐率
56.2％(＋3.5％)
※前期8月末との⽐較

売上効果
改装 4.7％増
移転 21.5％増

ＲＣ 69店舗退店

当期
ＲＣ 64店舗退店

前年⽐
△436百万円
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２．ほっともっと 上期の状況④ ビズランチ

都市型のビジネスモデルとして出店を推進。都市型のビジネスモデルとして出店を推進。
課題は残るが、生産性向上のノウハウを獲得。

特徴＝生産性の⾼い店舗特徴＝生産性の⾼い店舗

・券売機導⼊によるスピード提供
・ワンプレートでの独自性のあるメニュー・ワンプレートでの独自性のあるメニュー
・効率的なオペレーション
・ビジネス⽴地で省スペース化

生産性向上のノウハウをほっともっとの運営に活用
していく。
今後の出店は凍結。ビズランチのビジネスモデルは今後の出店は凍結。ビズランチのビジネスモデルは
引き続き検証を⾏う。
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2．ほっともっと これからの成⻑戦略① 現状分析と方向性

■市場

とりまく環境

■市場
(国内) ⽇本経済の先⾏きは依然として不透明な状態が続く。⼈件費や建築コストは上昇傾向。
(中食・外食) コンビニ・スーパーなどの台頭により、競争激化。

■自社
店内調理を活かした商品⼒は強み
だが、優位性が弱まっている。

■競合
商品や販促を強化し、客数獲得の
動きが活発化。

■顧客
ニーズが細分化、デフレ感は依然と
して強い。

今後の戦略

継続的な売上成⻑を維持するために

今後の戦略

「マーケティング戦略 ：多様な顧客ニーズの把握・分析・商品施策への反映」
「出店戦略 ：生産性の⾼い店舗の開発・出店」
「⼈財戦略 ：⼈財育成・強化」「⼈財戦略 ：⼈財育成・強化」

を図り、店舗⼒の向上・市場シェアの獲得を目指す。
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2．ほっともっと これからの成⻑戦略② 下期以降の戦略

「マーケティング戦略」「出店戦略」「⼈財戦略」３つの戦略を柱とし、「マーケティング戦略」「出店戦略」「⼈財戦略」３つの戦略を柱とし、
店舗⼒の向上、市場シェアの拡⼤を目指す。

■⼈財戦略

■出店戦略

■⼈財戦略

・クルー中心の店舗運営
・クルーの育成強化

・新タイプ店舗の導⼊
・組織変更

■マーケティング戦略

・顧客情報の活用
・ニーズを満たす商品の強化 ・クルーの育成強化

・クルーの定着率アップ
・ニーズを満たす商品の強化

店舗⼒の向上
市場シェアの拡⼤

15



2．ほっともっと これからの成⻑戦略③ マーケティング戦略

多様なニーズをより明確化し、⾼精度な商品開発・プロモーションを多様なニーズをより明確化し、⾼精度な商品開発・プロモーションを
実現することにより顧客の来店頻度を向上させる。

データ分析・戦略⽴案

■定番メニュー強化

商品施策

統合的な
データ集計・分析

社内外/顧客データ

データに基づいた
戦略⽴案

■定番メニュー強化

⽇替わりランチ
幕の内弁当

海鮮天丼

■季節メニューの強化

CRMを基に顧客毎にきめ細やかで、より効率の良

海鮮天丼
なす味噌弁当

CRMを基に顧客毎にきめ細やかで、より効率の良
い販促アプローチを行います。

購買動向 子供向け施策

■戦略メニューで新規顧客獲得

16

子供向け施策



2．ほっともっと これからの成⻑戦略④ 出店戦略-1

⼩商圏でも出店可能な損益分岐点の低い新タイプ店舗で出店を加速する。

コンパクトコンパクト

⾼い生産性

固定費低減

損益分岐点
ダウン

出店ポイント
増加

出店数増加

ユニットFCへの
移管促進

シェア拡⼤
固定費低減 移管促進
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2．ほっともっと これからの成⻑戦略⑤ 出店戦略-２

新タイプ店舗は効率的なオペレーションで生産性を向上させる。新タイプ店舗は効率的なオペレーションで生産性を向上させる。
ホールや外観は安心感や親しみを与える設計。

外観

■外壁は親しみやすい木目を基調。
■看板はほっともっとのロゴを洗練■看板はほっともっとのロゴを洗練

させ、視認性を⾼くする。

ホール

■オープンキッチンで店内調理の
ライブ感と安心感を与える。

■デジタルサイネージでわかりやすく

生産性を向上させた新タイプ
店舗での出店を加速する。

オペレーション

■デジタルサイネージでわかりやすく
情報を伝達する。

店舗での出店を加速する。

オペレーション

■坪数が少なく、少⼈数・省スペース。
■設備の配置を⾒直す。
■効率的なオペレーション。■効率的なオペレーション。
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2．ほっともっと これからの成⻑戦略⑥ 出店戦略-３

組織変更による営業部と⽴地開発部の連携強化

営業部 ⽴地開発部

地域市場情報

営業部 ⽴地開発部

物件取得のノウハウ地域市場情報

オーナー候補者情報

物件取得のノウハウ

商圏データオーナー候補者情報 商圏データ

地域市場情報とオーナー情報を元に物件開発を⾏い、出店を加速させると共に、
ユニットFC化を進める。

19

ユニットFC化を進める。



2．ほっともっと これからの成⻑戦略⑦ 出店戦略-４

新タイプ店舗で3,000店舗を目指す。

3,000店舗超
店舗数

2,728店 2,689店 2,698店

出店

-88 -106 -93

124
67 102

出店

退店 -88 -106 -93

2015/2 2016/2 2017/2 2018/2 2019/2

退店

2015/2 2016/2 2017/2 2018/2 2019/2
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2．ほっともっと これからの成⻑戦略⑧ ⼈財戦略

店舗クルーの採⽤・育成・役割・評価を⾒直すことで店舗⼒を向上させ、店舗クルーの採⽤・育成・役割・評価を⾒直すことで店舗⼒を向上させ、
生産性を高め地域に根付いた強い店舗をつくる。

目的：スピーディーに面接までつなげ、
採用率を向上させる

採用

採用率を向上させる
施策：コールセンターの設置

目的：オペレーションの改善・⼈財育成
施策：店舗にタブレット端末を導⼊

教育・育成
店舗⼒の向上 生産性の向上

施策：店舗にタブレット端末を導⼊
ｅラーニングの実施やレシピアプリの
配信

目的：クルー中心の店舗運営
クルーのモチベーションアップ

役割・評価

クルーのモチベーションアップ
施策：クルーリーダー制度の導⼊

インセンティブの導⼊
21



３. やよい軒セグメント
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3．やよい軒 上期の状況① セグメント情報

既存店売上前年⽐超えと店舗数増によって増収も、既存店売上前年⽐超えと店舗数増によって増収も、
広告宣伝費などの増加によって減益となった。

（単位：百万円、％）

１Q期間 ２Q期間 上期累計１Q期間 ２Q期間 上期累計

実績 前年対⽐ 実績 前年対⽐ 実績 前年対⽐

売上⾼
7,398 +176 7,465 +681 14,863 +858

営業利益営業利益
212 △393 305 ＋6 517 △387

営業利益率
2.9 △5.5 4.1 △0.3 3.5 △3.02.9 △5.5 4.1 △0.3 3.5 △3.0
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ターゲット層別商品の投⼊とＴＶＣＭ効果により

3．やよい軒 上期の状況② 売上の状況

ターゲット層別商品の投⼊とＴＶＣＭ効果により
既存店売上は前年を上回った。

全店 既存店

売上 売上 客数 客単価

110.8％ 100.7％ 100.9％ 99.8％

売上前年⽐ ２Q累計

120.0 全 店
既存店

110.8％ 100.7％ 100.9％ 99.8％

110.0 

115.0 

既存店

100.0 

105.0 

90.0 

95.0 
１Q既存店:97.8% ２Q既存店:103.7%
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３．やよい軒 上期の状況③ 上期の施策

ターゲット層向け商品とTVCM放映で顧客獲得を狙い、売上増に繋げた。

⾼年齢

商品施策

⼥性・シニア層 ⾼年齢⼥性・シニア層

ヘビーユーザー層
⼥性層

⼥性
低年齢子ども・ファミリー層

ターゲット層向け商品で顧客満足の追求 TVCMに⼥優の多部未華子さんを
引き続き起用、顧客認知の拡⼤

男性⼥性

引き続き起用、顧客認知の拡⼤
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３．やよい軒 下期の施策① マーケティング戦略

上期に引き続き、ターゲット層向け商品の投⼊により顧客満足を⾼める。

ターゲット層向け商品の投⼊

商品施策

ターゲット層向け商品の投⼊

客層を拡⼤し、売上増に繋げる。客層を拡⼤し、売上増に繋げる。
引き続き、ターゲット層向け商品を

投⼊していく。
さんまの塩焼定食 ⻘椒肉絲と⿇婆⾖腐の定食

TVCMで顧客認知拡⼤

26

⼥優の多部未華子さんを引き続き起用



３．やよい軒 下期の施策② 出店戦略

事業規模拡⼤に向け、今後も新規出店とユニットFC化を推進していく。

出店施策 新規出店とユニットFC化を推進

・新規出店
上期：16店舗 下期計画：24店舗

→年間：40店舗(前年⽐+15)

・ユニットFC化
上期：11店舗 下期計画：19店舗

→年間：30店舗(前年⽐△4)→年間：30店舗(前年⽐△4)

ユニットFC：82店舗
FC⽐率 ：25.4％(前年⽐+7.2％)

2017年2月期初進出エリア
3月 北海道
7月 ⻑野県

新規オーナー募集
既存オーナーの増店を推進7月 ⻑野県

11月 富山県

36都道府県に出店

既存オーナーの増店を推進

損益構造の改善

27

36都道府県に出店
店舗網の拡⼤を目指す

損益構造の改善
利益率向上



４. ＭＫレストランセグメント
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4．MKレストラン 上期の状況① セグメント情報

売上⾼は震災などの影響により減収、営業利益はコスト増によって減益となった。

（単位：百万円、％）

１Q期間 ２Q期間 上期累計１Q期間 ２Q期間 上期累計

実績 前年対⽐ 実績 前年対⽐ 実績 前年対⽐

売上⾼
864 △11 828 +4 1,693 △6

営業利益
84 19 41 △36 125 △16

営業利益率
9.8 +2.4 5.0 △4.5 7.4 △1.0
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4．ＭＫレストラン 上期の状況② 売上の状況

定期的な季節商品の投⼊により、既存店売上は前年を上回る。

全店 既存店

売上 売上 客数 客単価

99.5％ 101.4％ 96.7％ 104.9％

売上前年⽐ ２Q累計

110.0 
全 店

99.5％ 101.4％ 96.7％ 104.9％

105.0 

全 店
既存店

95.0 

100.0 

90.0 

１Q既存店:101.7% ２Q既存店:101.1%
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定期的な季節商品の投⼊での顧客獲得と、都市部の出店拡⼤で

4．MKレストラン 今後の商品・出店施策

定期的な季節商品の投⼊での顧客獲得と、都市部の出店拡⼤で
事業の拡⼤を狙う。

定期的な季節商品の投⼊ 都市部に出店拡⼤定期的な季節商品の投⼊ 都市部に出店拡⼤商品施策 出店施策

6月 東京・御徒町に都内2店舗目が
OPEN
→以降も都市部に出店

季節限定スープと素材を投⼊することで
→以降も都市部に出店

12月に東京・池袋に出店予定

季節限定スープと素材を投⼊することで
顧客来店頻度を⾼める。
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５. 海外事業
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５．海外事業① 海外出店状況

YAYOI、ほっともっとともに収益性が向上、各国で出店強化を目指す。

韓国 ほっともっと
4(前期末⽐+1)

米国 YAYOI
1(前期末⽐+1)中国 ほっともっと

3(前期末⽐△2)

台湾 YAYOI
7(前期末⽐+2)

フィリピン YAYOI
2016年9月オープン

タイ YAYOI オーストラリア YAYOI
2(前期末⽐±0)

シンガポール YAYOI
7(前期末⽐+1)

YAYOI計 167(＋12)
ほっともっと計 7(△ 1) 

タイ YAYOI
150(前期末⽐+8) 2(前期末⽐±0)
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ほっともっと計 7(△ 1) 
海外合計 174(+11)

2016年8月末現在



５．海外事業② YAYOIフィリピン初出店

確⽴したYAYOIブランドの⾼収益性を活かし、フィリピン共和国内に初出店。確⽴したYAYOIブランドの⾼収益性を活かし、フィリピン共和国内に初出店。
エリアフランチャイズ契約を現地法⼈と締結。

2016年3月 9/162016年3月
フィリピン共和国内におけるエリアフランチャイズ
契約を現地法⼈と締結。

9/16
フィリピン1号店OPEN
店舗 YAYOI SM Megamall店
場所 Mandaluyoug City
席数 90席
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席数 90席



６. 2017年２月期の業績予想
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６．2017年2月期の業績予想① 業績予想の前提

（単位：％、店）
上期(実績) 下期(今回予想) 通期(今回予想) 通期(期首予想)

既存店売上前年⽐ 97.5 97.3 97.4 103.9

前年対⽐

ほっともっと

既存店売上前年⽐ 97.5 97.3 97.4 103.9
出店 27 60 87 75
退店 △75 △10 △85 △88

期末店舗数 2,638 2,688 2,688 2,673

ビズランチ

既存店売上前年⽐ ー ー ー ー
出店 12 3 15 72

ビズランチ
出店 12 3 15 72
退店 △2 △6 △8 0

期末店舗数 13 10 10 75
既存店売上前年⽐ 100.7 100.6 100.7 101.0

やよい軒

既存店売上前年⽐ 100.7 100.6 100.7 101.0
出店 16 24 40 46
退店 △3 △3 △6 △6

期末店舗数 310 331 331 337

ＭＫレストラン

既存店売上前年⽐ 101.4 100.0 100.9 102.1
出店 1 1 2 4

ＭＫレストラン
出店 1 1 2 4
退店 0 0 0 0

期末店舗数 31 32 32 34
36



６．2017年2月期の業績予想② 前年対⽐・期首予想対⽐

（単位：百万円、％）

通期予想 前年実績 前年対⽐
⾦額 構成⽐ ⾦額 構成⽐ 差額 増減率

前年対⽐

⾦額 構成⽐ ⾦額 構成⽐ 差額 増減率

売上⾼ 142,800 100.0 145,828 100.0 △3,028 △2.1

営業利益 7,500 5.3 6,489 4.4 ＋1,010 ＋15.6営業利益 7,500 5.3 6,489 4.4 ＋1,010 ＋15.6

経常利益 7,800 5.5 6,719 4.6 ＋1,080 ＋16.1

親会社株主に帰属する 4,300 3.0 3,631 2.5 ＋668 ＋18.4親会社株主に帰属する
当期純利益 4,300 3.0 3,631 2.5 ＋668 ＋18.4

（単位：百万円、％）期首予想対⽐ （単位：百万円、％）

通期予想 期首予想 期首予想対⽐
⾦額 構成⽐ ⾦額 構成⽐ 差額 増減率

売上⾼ 142,800 100.0 150,600 100.0 △7,800 △5.2売上⾼ 142,800 100.0 150,600 100.0 △7,800 △5.2

営業利益 7,500 5.3 7,500 5.0 ー ー

経常利益 7,800 5.5 7,800 5.2 ー ー
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経常利益 7,800 5.5 7,800 5.2 ー ー

親会社株主に帰属する
当期純利益 4,300 3.0 4,300 2.9 ー ー



６．2017年2月期の業績予想③ 業績予想期首予想対⽐

原価、販促コスト改善、生産性向上により、期首予想通りの営業利益を⾒込む。

990

プラス要素合計
＋2,630百万円

(単位：百万円)

7,500 7,500 820

990

2,420 マイナス要素合計
△2,630百万円7,500 7,500 

340

480

210 期首予想対⽐
±０百万円±０百万円
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